
資料のダウンロード方法について

リマインダーメール本文
運営 事務局様、

「令和2年度 自殺対策従事者人材養成研修会」のご登録ありがとうございました。

資料を下記のURLからダウンロードしてください。
①「周産期における自殺予防と薬物治療について－精神科医の立場から－」
url：
②「周産期のメンタルヘルスと自殺予防―日本産婦人科医会の取り組み―」
url：
③「アンケート」
url：
ご質問はこちらにご連絡ください：tda@triple-i.co.jp

日時：2021年2月18日　06：00 PM 大阪、札幌、東京

PC、Mac、iPad、iPhone、Androidデバイスから参加できます：
　　ここをクリックして参加
　　注：このリンクは他の人と共有できません。あなた専用です。
　　パスコード：666525
　　カレンダーに追加　Googleカレンダーに追加　Yahooカレンダーに追加
説明：「妊産婦のメンタルヘルスケアと自殺予防対策
　　　　　　－産婦人科と精神科の連携を目指して－第２回」

司会：埼玉県医師会　常任理事　丸木　雄一

１　開会挨拶　埼玉県医師会　　　　　　　　　　　　　副会長　　廣澤　信作
　 　　　　　　　　　埼玉県保健医療部　疾病対策課　 課 　長　　番場　宏

２　講演
　　　　 　座長　埼玉県医師会　自殺防止対策検討委員会　委員長　佐藤　順恒
①「周産期における自殺予防と薬物治療について－精神科医の立場から－」
　　　　　 講師　順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院メンタルクリニック
　　　　　 教授　鈴木　利人　先生

　　　　　 座長　埼玉県医師会　理事　平澤　秀人
②「周産期のメンタルヘルスと自殺予防―日本産婦人科医会の取り組み―」
　　　　　 講師　さがらレディスクリニック　院長　相良　洋子　先生

３　閉会挨拶　埼玉県医師会　自殺防止対策検討委員会　副委員長　渡邊　宏治

※日本医師会生涯教育制度：1.5単位CC：2（医療倫理：臨床倫理）、20（不眠）、69（不安）

登録はいつでもキャンセルできます。

ご登録いただきましたメールアドレス宛てに、令和3年2月17日（水）及び18日（木）に以下
のとおり研修会のリマインダーメールを送信します。
そのメールにURLを記載いたします（下記緑枠部分）ので、そこをクリックいただくか、ク
リックができない場合は当該URLをコピーし、アドレスバーに貼り付けて資料のダウン
ロードをしてください。
アンケートにつきましては、受講後にご記入いただき、埼玉県医師会業務Ⅱ課の養田宛
て（０４８－８２２－８５１５）にFAXにて送信ください。


